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　年々、老人医療費が増大し、それを負担する

現役世代との間に負担と給付の不公平感が高

まっていることから、現行の老人保健制度に

変わるものとして後期高齢者医療制度が、昨

年６月の国会で成立しました。

　平成20年４月から、75歳以上の高齢者すべ

てが加入し、保険料を納付、１割の自己負担を

する制度です。

　この医療制度の財政運営を広域的、かつ安

定化を図るために、茨城県の全市町村が加入

する医療広域連合を組織し、今後は、この広域

連合と市町村が一体となって医療制度の安定

的運営を図っていくものです。

　後期高齢者医療制度は、75歳

以上の高齢者だけの独立した医療

保険制度であり、医療費が増えれば保険料が

値上げになる仕組みになっているので、高齢

者にとっては負担が増えるだけで得になるこ

とは何もない制度である。この制度のための

広域連合の設置には、反対する。

　老人保健会計が財政に大きな

打撃を及ぼしている状況は、ど

この市町村も同じ。広域連合に加入しないで

老人保健特別会計を運営する場合の財源はど

うするのか。県内の全市町村が一体となり、広

域的に医療制度の安定的運営を図る広域連合

の設置には、賛成する。

茨城県後期高齢者医療
広域連合設置に関する
協議について

茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
設

置
に
関
す
る
協
議
に
つ
い
て

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
規
約
の

変
更
に
つ
い
て

▼
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

収
入
役
制
度
を
会
計
管
理
者
に
改

め
、
文
言
等
の
整
備
を
行
う
も
の
。

筑
北
環
境
衛
生
組
合
規
約
の
変
更
に
つ

い
て

▼
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
、

収
入
役
制
度
を
会
計
管
理
者
に
改

め
、
文
言
等
の
整
備
を
行
う
も
の
。

字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

▼
県
営
ほ
場
整
備
事
業
泉
川
地
区
の
施

行
の
結
果
、
字
の
区
域
及
び
名
称
の

変
更
を
要
す
る
も
の
。

桜
川
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

桜
川
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

一
般
会
計
補
正
予
算
︵
第
５
号
︶

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

︵
第
３
号
︶

岩
瀬
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

︵
第
２
号
︶

真
壁
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

︵
第
３
号
︶

大
和
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算

︵
第
２
号
︶

桜
川
市
営
県
単
土
地
改
良
事
業
の
施
行

に
つ
い
て

▼
北
岡
地
区
の
舗
装
工
事
１
９
５
メ
ー

ト
ル
と
下
泉
地
区
の
か
ん
が
い
排

水
２
５
０
メ
ー
ト
ル
の
施
行
。

鈴
木
政
夫
議
員
の
辞
職
勧
告
決
議
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12月12日～14日までの会期で

開催され、第１次総合計画基本構

想や、水道料金の統一など20議

案が審議されました。

平成18年 第4回定例会

地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
備
に
関

す
る
条
例

▼
地
方
自
治
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
平

成
19
年
４
月
か
ら
助
役
を
副
市
長

に
改
め
、
収
入
役
を
廃
止
す
る
こ
と

に
よ
る
関
係
条
例
の
文
言
等
の
整

備
を
行
う
も
の
。

桜
川
市
職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
人
事
院
規
則
の
改
正
に
伴
い
、
育
児

ま
た
は
介
護
を
行
う
職
員
の
早
出
、

遅
出
勤
務
の
対
象
範
囲
が
拡
大
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
。

桜
川
市
体
育
施
設
設
置
及
び
管
理
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
大
和
運
動
場
が
大
和
中
学
校
改
築
移

転
敷
地
と
な
る
た
め
、
都
市
計
画
法

上
の
用
途
の
変
更
が
必
要
と
な
り

改
正
す
る
も
の
。

桜
川
市
医
療
福
祉
費
支
給
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
健
康
保
険
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
の
施
行
と
、
県
の
医
療
福
祉
対
策

要
綱
の
一
部
改
正
が
あ
り
、
文
言
の

整
理
を
行
う
も
の
。

桜
川
市
中
小
企
業
事
業
資
金
融
資
あ
っ

せ
ん
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

▼
保
証
審
査
の
簡
素
化
、
合
理
化
を
図

る
た
め
、
全
国
保
証
信
用
協
会
の
統

一
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
が
策
定
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
改
正
す
る
も
の
。

桜
川
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例

桜
川
市
第
１
次
総
合
計
画
基
本
構
想
に

つ
い
て

印があるものはピックアップして記載しています

問
　
区
域
指
定
等
に
よ
る
土
地
利

用
構
想
は
。

答
　
基
本
構
想
の
中
で
、
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
の
変
化
に
応
じ
、
良
好

な
住
環
境
が
確
保
で
き
る
よ
う
う

た
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後
は
構
想

に
基
づ
き
、
五
年
ご
と
に
基
本
計

画
を
策
定
し
対
応
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　
桜
川
市
第
一
次
総
合
計
画
基
本
構
想
は
、
本
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
お
け
る
最
上
位
の
計
画
で
、
構
想
期
間
は
平
成
十
九
年
度
か
ら

平
成
二
十
八
年
度
ま
で
の
十
年
間
で
す
。

　
本
市
の
将
来
像
は
、
﹁
自
治
﹂﹁
安
心
﹂﹁
育
成
﹂﹁
調
和
﹂﹁
自
立
﹂

の
五
つ
を
基
本
理
念
に
、﹁
伝
統
と
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
田
園

文
化
都
市
〜
や
す
ら
ぎ
の
ま
ち 

桜
川
〜
﹂
を
目
指
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
こ
の
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
、
五
つ
の
基
本
政
策
を

定
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
・
事
業
を
推
進
し
ま
す
。

問
　
益
子
や
笠
間
と
の
連
携
な
ど

の
広
域
的
な
構
想
は
。

答
　
益
子
方
面
な
ど
と
の
広
域
的

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
想
と
し
て
挙

げ
て
お
り
ま
す
。

問
　
合
併
協
議
会
時
の
新
市
建
設

計
画
と
の
比
較
を
す
る
と
。

答
　
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
付
近
の

拠
点
づ
く
り
や
真
壁
の
町
並
み
整

備
な
ど
、
各
地
域
の
発
展
を
融
合

さ
せ
る
と
い
う
具
体
性
を
持
た
せ

ま
し
た
。

議
案
審
議
で
交
わ
さ
れ
た

代
表
的
な
質
疑

議
案
審
議
で
交
わ
さ
れ
た

代
表
的
な
質
疑
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視察してきました視察してきました
地域特性を活かした

 既存施設の再活用！
　〜田舎ランド鴫内を視察〜

地域特性を活かした

 既存施設の再活用！
 
しぎ

 
うち

　〜田舎ランド鴫内を視察〜

水
道
料
金
が
統
一
さ
れ
ま
す
！

〔
桜
川
市
水
道
事
業
給
水
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
〕

　
平
成
十
九
年
四
月
か
ら
水
道
使
用
料
、
量
水
器
使
用
料
、
加
入
分
担
金
を

統
一
す
る
も
の
で
す
。
水
道
使
用
料
は
口
径
別
料
金
体
系
で
基
本
料
金
及
び

従
量
料
金
の
合
計
額
と
し
、
量
水
器
使
用
料
は
基
本
料
金
に
含
め
徴
収
し
な

い
で
、
加
入
分
担
金
は
新
規
給
水
申
込
者
か
ら
徴
収
す
る
こ
と
と
し
、
岩
瀬

水
道
事
業
の
料
金
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
　
三
水
道
事
業
所
も
一
本
化

さ
れ
る
の
か
。

答
　
十
九
年
度
は
事
業
統
合
の

た
め
の
認
可
申
請
を
行
い
、
二

十
年
四
月
か
ら
一
本
化
さ
れ
ま

す
。

問
　
旧
三
町
村
の
現
行
料
金
と

の
比
較
は
。

答
　
一
番
使
用
さ
れ
て
い
る
給

水
管
の
口
径
十
三
ミ
リ
と
二
十

ミ
リ
で
、
四
十
立
方
メ
ー
ト
ル

を
使
用
し
た
場
合
、
現
在
の
料

金
と
比
較
す
る
と
、
岩
瀬
は
二

一
〇
円
の
減
、
真
壁
は
一
〇
六

〇
円
の
減
、
大
和
の
一
三
ミ
リ

は
二
一
〇
円
高
く
な
り
ま
す

が
、
二
十
ミ
リ
は

八
四
〇
円
の
減

と
な
り
ま
す
。

　平成17年４月に開設された田舎ランド鴫内は、平成14年３

月に廃校となった小学校を、農林水産省の「新山村振興等農林

業特別対策事業」の補助を受け、2,600万円をかけて改修した

農林業体験施設です。

　週末を中心に、野菜づくりや酪農等の農業体験教室や、木工・

陶芸・パンづくり等の創作教室が開かれ、また、利用者の少な

い平日は保育園児や小学生の遊びの場としても活用され、開設

された平成17年度は13,221人が利用しています。

　この施設でクローズアップしたいのは、交流と体験と既存施

設の再利用をうまく組み合わせていることです。施設は市外の人にも無料で開放しているため、東京方

面からの利用もあり、交流は地域内だけにとどまらず、都市と農村という範囲にまで及んでいます。

　21世紀は交流の時代です。本市においても、交流を基本に地域の持つ特性を活かしながら、あまり利

用されていない施設や公園等の再活用を図ることも、有効な施策ではないでしょうか。

日　程：平成 18 年 12 月 15 日（金）

　　　　午前 10 時 30 分〜

視察先：田舎ランド鴫内（栃木県那須塩原市）

目　的：地域の特性を活かした既存施設の活用

　　　　事例調査

参加者：議会議員


